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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,93 45,64 -0,29 46,00 -0,36

USD / BRL Spot BRL 2,2128 2,2206 +0,0078 2,2249 -0,0043

USD / JPY Spot JPY 101,64 101,34 -0,30 102,35 -1,01

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.635 54.593 +958 54.604 -11

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,1 146,1 +1,0 135,9 +10,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,97 10,99 +0,02 11,16 -0,17

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,230 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 301,2 299,7 -1,5 305,5 -5,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年7月11日

Indicator Unit 7月9日

昨日のドルレアルスポット相場はリスク回避圧力からレアル安となる展開でした。
朝方はポルトガルの大手銀行に財務懸念が生じたことからリスク回避圧力が高まったため前日比レアル安
の２．２１台後半から始まりました。一時的に２．２２台半ばへレアルは売られましたが、Ｗ杯でのブラジル
敗退によるルセフ大統領苦戦の思惑から株式市場が買われたこともあり２．２２近辺へレアルは買い戻され
ました。その後は小動きとなり、結局２．２２近辺で引けています。

昨日のレアル相場は株と対照的な動きとなり結果的にレアルは弱含みました。ポルトガル大手銀行への
懸念によるリスク回避の動きに影響を受けた面もありますが、株がその影響を跳ね除けてルセフ大統領苦戦
の思惑から上昇したのに対してレアルは大統領選への思惑に関する反応は限定的でした。株式市場は
ルセフ大統領の介入主義を嫌気している面があるので上昇しやすい地合いがあるとも言えますが、レアル
相場はより冷静に大統領選の影響を見極めようとしている印象です。９日に公表された為替フロー統計に
よると、６月のネット資金流入は１．２億ドルにとどまった上、７月第１週は１６．１億ドルの資金流出となって
おり、今年前半に観測された資金流入のペースが明らかに落ち込んでいます。高金利や介入プログラムに
よる効果が脆弱な経済ファンダメンタルズを覆い隠すのか、大統領選後に経済回復の道が開けるのか、
市場の注視は続きます。
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